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内部被ばくを生き抜く
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まもりたい ! 未来のために

内部被ばくの時代を私たちは どうや っ て生き抜いていくのか ?

原発事故後の日本で 命を守りながら前向きに生きて いきたい

全ての人たち へ Q 専門寮たちと楕鳥からの メッ セ 門 ジ !

肥田舜太郎

棚 師

内部被ばくに警鐘を鳴らし

て鵬年

広島で2丁歳の時に軍医とし

て原爆に遭う｡

以来､ 内部被ばくの実相を

追い求めて今年で95 歳｡ 戦

後､

一

丁して被爆者医療に

尽力し､ 世界で最も多く被

爆者を実際診察してきた実

績を持つ ｡ 今も請われて日

本中で講演を行っ ている｡

鎌田 ♯

諏訪中央病院名攣院長/ チ ェ ルノ ブイ

リ連帯基金代表 / 日本イラク 鴎 支援

ネッ トワ ー ク代表

白血病やがんの子ども連のた

めに働き続ける医師

チ ェ ルノ ブイリ ヘ この20 年で

94 囲も医師団を派遣した｡ 2 00 4

年からはイラクの白血病や

がんの子ども連に特化した医

療支援を開始｡

福島事故を受けて活動を福島
へ と展開中｡

ノL

児玉龍彦

東京大学アイ ソ ト ー プ総合セ ンタ ー 長

福島の現場で動き発信する医

師

ゲノム科学の専門家｡ 福島原発

事故の後 ､ 国会に参考人として

招聴され ､ 政府の対応を厳 しく

批判したことで注目された｡ 目

下､ 福島の自治体と連携して除

染活動を進めつ つ ､ 内部被ばく

が細胞に与える影響を独自に

研究し始めている｡

ス モ ル ニ コ ワ ･ バ レ ンチナ

小児科医

チ ェ ルノ ブイリで臨床医亜年

チ ェ ルノ ブイリ原発から1(抑キ

ロ ほど雛れたゴメリ州で亜年

間､ 小児科の臨床医として働い

てきた｡ チ ェ ルノ ブイリ事故の

影響を受けた子ども達の医療に

献身してきた｡
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未知なる危撒こ備えて 監督 ♯押ひとみ

20 11 年3 月に起きた東日本大震災によって廣発が 4 つも爆発してしまった､ その後の世界に

私たちは生きている｡ 大量の放射性物質が放出され､ 広範動こ拡散したことは酔っている

が､ ではどれだけ出たのか実は正確な情報がない｡ 放射性物部ま環撒こ瀞ナ込み ､ 生態系

に入り込んだ｡ 呼吸や汚染された水･ 食品を通じて引き起こされる内珊蜘ポは ､ こ ㈱ こ

生きる私たち全員の問題となった｡

これからいっ たい何が起きるのか ､ 正 隙こ予漸できる人は実はいない｡ ただできることはあり

とあらゆる情報と可能性を吟味して ､ ｢ 命｣ を守る努力をするということだ｡ 放射能は様々な

局面で｢命｣ の脅威となりえる｡ 私た切ま生き抜かねばならない ､ そのためのささやかな助け

となればとこの作品を作った.

グラデ ー ションの世界

｢ 内 相 ばく｣ に朋しては ､ 低牡t の放射♯は安全である

から始まって どんなに薇暮でも身体価 中に入った放射性物

質は危険である､ まで 異説､ 異論がこの世界には存在する｡

それはまさしくグラデ ー ションのような世界に見える｡ 放射能

汚染もまた ､ まだらなグラデ ー ションを地上に措いている｡

私は 蜘 汚染を受けた 糾 で生きる世界中の 人々の取

材を通して ､ デ ー タにはならないが ､ 桝 には確実に被幸を

受け 苦しんでいる人々がいることを身をもって軽験した｡ そん

な現場で乗除に被ばくに関する医療活動を継続してきた 4 人

の 医師に これからどう対処してい けばいいのか ､ 問い かける

ことにした｡

年齢も経歴も違う4 人の 医師が これまで内部被ばくに閲し

て積み暮ねてきた体験や研究は __ 重なるところもあれ ば主

ならないところもある｡

内 税 ばくの 桝 は複雑で未知の部分も多い ｡ それで

も､ この 4 人の 医師の声に耳を傾けることで

情報が混乱する中でも､ 自分にとっての立ち位置を見定め

ていただきたい ｡ 福島 ･ ニ 本松に生き続けることを決めた

一

女も豊壌する｡ 別 の声を聞くことをまず 一

書に大事に

したいと患ったからだ｡

暮らし､ # 族､ 地域､ など 生身の 人仰の未来を記慮するこ

となしに被ばくは語れない ｡ どうやったらこの｢ 内部被ばく

の時代Jを私たちは生き抜くことができるか ､ t 前線で格闘

する人々の声に耳を傾けた｡

★ M のこ購入 ･ 上映申込 ･ 最新情報はト 『内部禎ば< を生き抜< 』公式サイト h t 帖// 帽 血 J 破泊 k ∫一 貼 止 u ∝y †1/ へ!
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